
緒 言

　アリモドキゾウムシ Cylas formicarius（Fabricius）

は，ミツギリゾウムシ科（Brenthidae）の一種で，イン

ド，ミャンマー等のアジアが起源と考えられるサツマイ

モ Ipomoea batatas （L.） Lam. の重要害虫である（森本，

１９８４；杉本，１９９０；Wolfe，１９９１）。日本では本種は植物

防疫法により特殊害虫に指定されおり，発生地から未発
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喜界島におけるアリモドキゾウムシの分布と発生消長
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　The sweet potato weevil, Cylas formicarius（Fabricius）, is a destructive insect pest of the 
sweet potato, Ipomoea batatas（L.）Lam. We investigated the geographical distribution and 
seasonal abundance of C. formicarius on Kikai Island using traps baited with synthetic sex 
pheromone （hereafter, pheromone trap）. Male weevils were captured in most parts of Kikai 
Island using pheromone traps. In residential areas with a high density of houses, the numbers of 
males captured using pheromone traps were fewer than those of males captured in other areas. 
These results may be explained by the fact that residential areas offer a smaller area for the 
growth of the wild host plants. The seasonal abundance of the weevil population in Kikai Island 
was estimated based on the number of males captured using pheromone traps. The number of 
captured males increased from July or August and reached its peak in late September to 
October. Subsequently, it decreased rapidly and remained low from December until the next 
June. These results showed that the weevil population size on Kikai Island was small during 
winter, began to increase gradually in spring, and was the largest in September or October, 
reaching a peak population density in the period of １ year.
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生地へのサツマイモ等の寄主植物の移動が制限または禁

止されている。この規制は南西諸島の地域農業振興を図

る上で，大きな障害の一つとなっており（栄，１９８８；瀬

戸口，２００２），サツマイモを自由に本土へ出荷するため

には本種の根絶が必要となる。これに対し，鹿児島県で

は諸機関の協力の下，１９８８年から不妊虫放飼法

（Knipling，１９５５，１９６４；Ito and Koyama，１９８２）を 主

体とした防除法について検討を始め，２００１年から喜界島

において，本格的な根絶を目指した「アリモドキゾウム

シ根絶防除事業」を開始した。

　不妊虫放飼法では，対象となる野生虫に対して放飼さ

れる不妊虫の数が多ければ多いほどその効果は大きい。

一般に，放飼可能な不妊虫個体数には上限があるため，

不妊虫放飼に先立ち，野生虫の密度を極力低く抑えるこ

とを目的とした密度抑圧防除が行われる（土生・沼沢，

１９８５）。密度抑圧防除を効率よく行い，また防除効果を

正しく評価するためには，密度抑圧防除実施前に，対象

地域における野生虫の発生状況を十分把握しておく必要

がある。特に防除時期の決定には年間の発生消長の情報

が重要となる。また，防除区域での対象害虫の分布状況

を把握することは，防除区域や防除圧の計画策定，ある

いは防除効果の評価を行う上で必要不可欠である。そこ

で，喜界島南西部の荒木地区において，性フェロモント

ラップを用い，本種雄成虫の誘殺消長調査を４年間継続

して実施した。さらに，根絶防除開始の前年には喜界島

全域にトラップを設置して，喜界島全島における誘殺状

況を調査し，喜界島におけるアリモドキゾウムシ雄成虫

の分布と年間の発生消長を検討した。

　本文に先立ち，本稿のご校閲を頂いた中央農業総合研

究センターの守屋成一博士，ご助言を頂いた水谷信夫博

士，データの解析にご協力頂いた鹿児島県農業開発総合

センターの樋口康一博士，さらに研究を進めるにあたり

多くのご助言を頂いた近畿大学の杉本毅名誉教授，桜谷

保之教授，さらに，調査に協力して頂いた喜界町経済課

の各位に厚くお礼申し上げる。

材 料 お よ び 方 法

　１．調査地

　喜界島全域，ならびに喜界島南西部に位置する荒木集

落周辺の面積約５０ha の地域を‘荒木地区’として調査

を行った。喜界島は奄美群島の東北端に位置し，年平均

気温２２℃前後の隆起サンゴ瑚礁の島である。総面積は

５６．９０km２ で，集落が海岸線に沿って展開し，各集落の

背部は農耕地となり，東南から南北に走る百之台丘陵に

連なっている。サツマイモは周年栽培することができ，

２００４年の作付面積は約３ha である（農林水産省，２００７）。

また，これ以外にもヤギ等の飼料用として放任栽培が見

られる。アリモドキゾウムシの野生寄主植物としては，

海岸線には主にグンバイヒルガオ Ipomoea pes-caprae 

（L.） Sweet が，その他の場所にはノアサガオ Ipomoea 

indica （Burm.） Merrill が，島内ほぼ全域に自生してい

る。

　荒木地区は，地区内の中央から北西部に集落があり，

集落の周囲は南から西側にかけては海岸，港，東側には

大きく畑地が広がっている。また，地区内にはサツマイ

モ圃場や野生寄主植物のノアサガオ，グンバイヒルガオ

が散在している。

　２．調査時期，調査間隔

　荒木地区での調査は，１９９７年４月～２００１年３月まで，

２～３週間隔で毎月２回，それぞれ連続した２日間合成

性フェロモンを設置した。喜界島全域での調査は，２０００

年４月～２００１年３月まで，毎月１回，連続した２日間

行った。いずれの調査も，誘殺されたアリモドキゾウム

シ雄成虫は，トラップ毎に容器に入れて持ち帰り，室内

で虫数を計数した。

　３．使用トラップ

　トラップはロート型フェロモントラップ（安田ら，

１９９２）を用いた（第１図）。このトラップは底面の直径

が約２８cm，高さ約２３cmのプラスチック製の円錐台と，

その円錐台の中央に口径約９cmのロートと回収容器を

はめ込んだ構造となっており，円錐台の上部には雨よけ

として直径約１８cmの屋根が取り付けられている。また，

回収容器には殺虫のためバポナ殺虫プレート（シェル

ジャパン株式会社製）小片を入れた。

　４．設置数

　荒木地区ではそれぞれのトラップは１００ｍ以上離し，

集落に２基，海岸に２基，畑地に６基，合計１０基を設置

した。喜界島全域には約１００ha に１基の割合で，全島に

ほぼ均一になるように合計５８基を設置した。また，設置
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第１図　ロート型フェロモントラップ．
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場所はアリモドキゾウムシの野生寄主植物のノアサガオ，

またはグンバイヒルガオの群落内あるいは近接した場所

とし，ノアサガオ群落５４か所，グンバイヒルガオ群落４

か所に，それぞれ１か所に１基を地表に設置した。

　５．誘引剤

　アリモドキゾウムシ合成性フェロモン（Z）－３－

dodecenyl（E）－２－butenoate（Heath et al.,  １９８６）を１００

μｇ含浸させたゴムセプタム（サンケイ化学株式会社

製）を誘引源とし，各トラップに１個ずつ取り付けた。

また，ゴムセプタムは各調査毎に新品を用いた。

結 果

　１．荒木地区での誘殺状況

　１９９８～１９９９年を除くと，他の３年間はほぼ同様なアリ

モドキゾウムシ雄成虫の誘殺パターンを示した（第２

図）。すなわち，誘殺虫数は７，８月頃から次第に増加し，

９月下旬～１０月にかけてピークを示した後，急激に減少

し，１２月以降は翌年６月頃まで低く推移した。１９９８～

１９９９年は７月下旬頃に誘殺ピークがみられたことが，他

の３年間の調査結果と異なった。

　各調査年とも１２月～翌年３月までは，誘殺虫数が１日

１トラップ当たり１０頭以下であることが多く，特に１月

下旬～２月上旬は１日１トラップ当たり２頭以下と最も

誘殺虫数の少ない時期であった。

　２．喜界島全域での誘殺状況

　喜界島において，アリモドキゾウムシ雄成虫は島内ほ

ぼ全域で誘殺が確認された（第３図）。年間の１トラッ

プ当たりの総誘殺虫数は，平均１，５４８±１７１頭，最も少な

い場所（湾）が０頭，最も多い場所（嘉鈍）が５，６２４頭

であった。島内南西部の喜界町役場から空港周辺部にか

けては，誘殺虫数が少なかった。

　誘殺虫数は４月～８月までは１日１トラップ当たり１６

～４６頭で推移したが，９月には急激に増加し，８月の約１１

倍にあたる１日１トラップ当たり２６７頭が誘殺された

（第４図）。１０月はさらに増加して１日１トラップ当たり

３１３頭が誘殺されピークとなった。誘殺虫数は１１月には

急激に減少し，１１月，１２月は４～８月とほぼ同レベルと

なった。１月，２月は１日１トラップ当たり１頭前後と

ほとんど誘殺されなかった。３月はやや増加傾向がみら

れ，１日１トラップ当たり誘殺虫数が６頭程度となった。

考 察

　網かごに入れて野外に放置したサツマイモ塊根からの，
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第２図　喜界島荒木地区における性フェロモントラッ
プへのアリモドキゾウムシ雄成虫の誘殺消長
（平均± S.E.）．
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第３図　喜界島における各地点でのアリモドキゾウム

シ雄成虫の１日１トラップ当たり誘殺虫数．調
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アリモドキゾウムシの羽化消長と，フェロモントラップ

での本種雄成虫の誘殺消長はよく一致している（安田，

１９９３；湯田ら，２０００）。また，Reinhard（１９２３）は活動

期に野外で成虫を採集した結果，雌雄はほぼ同数であっ

たと報告している。野外に放飼したアリモドキゾウムシ

雄成虫をフェロモントラップで再捕獲した場合，再捕獲

率は平均気温と正の相関があることから（Miyatake et 

al.,  ２０００），低温期の捕獲効率は高温期に比べて低くな

ると考えられ，フェロモントラップにおける誘殺消長と

野外での発生消長を単純に読み替えることはできない。

しかし，これまでフェロモントラップの捕獲効率と気温

に関する詳細な報告なく，また年間を通じた密度推定は

行われていない。そこで，ここではフェロモントラップ

における雄成虫の誘殺消長をもとに，本種成虫の発生消

長について考察した。

　喜界島全域におけるアリモドキゾウムシ雄成虫の年間

誘殺消長（２０００～２００１年）は，冬季が著しく少なく，１０

月をピークとする１山型であった。また，荒木地区で４

年間継続して行った調査（１９９７～２００１年）においても，

ほぼ同様な誘殺パターンが認められた。このことから，

喜界島におけるアリモドキゾウムシ成虫の年間の発生消

長は，９月～１０月頃にピークを示す１山型と考えられる。

また，いずれの調査においても，冬季は著しく誘殺虫数

が少なく，低温によるトラップの捕獲効率の低下を考慮

しても，冬季は低密度であると推測されるが，詳細な成

虫密度については，今後検討を要する。

　フェロモントラップを用いたアリモドキゾウムシ雄成

虫の誘殺調査において，沖縄県南部の石垣島では７月～

８月に，宮古島では６月～７月に誘殺ピークがみられる

１山型の誘殺消長を示した（佐々木ら，２００２）。また，

沖縄本島では誘殺ピークが８月（安田，１９９３；正木ら，

２００２a）にみられる１山型，あるいは，３月ならびに８

月～１０月にみられる２山型（正木ら，２００２a）と報告さ

れている。これらに対し，喜界島における誘殺消長は，

概して９月～１０月に誘殺ピークをつくる１山型で，上述

の地域よりやや誘殺ピークが遅くなる傾向がみられた。

石垣島と宮古島では逆転するが，緯度が高くなるほど誘

殺ピークが夏季から秋季に移る傾向がみられる。この原

因としては気温や日照等の気象要因，あるいは野生寄主

植物の状態などの影響が考えられるが，詳細は不明であ

る。一方，冬季は喜界島を含め，いずれの地域において

も誘殺虫数が非常に少ない。また，冬季はほとんど産卵

がみられず（山口ら，２００５），寄主植物からの羽化脱出

成虫も少ないと考えられる。このため，喜界島では

２，３月は年間で最もアリモドキゾウムシ野生成虫が少

ないと推察され，成虫を対象にした密度抑圧防除を行う

上で最も効果的な時期と考えられる。今後，具体的な防

除法についてはさらに検討が必要である。

　沖縄本島，奄美大島において，アリモドキゾウムシは

標高２００ｍ以上の地点においても発生が認められるが，

発見個体数は標高が高くなるほど少なくなる傾向がある

（大原ら，２０００；正木ら，２００２b）。喜界島の最高地点の

標高は２２４ｍで，ほとんどの地域は標高２００ｍ以下である。

また，山林は２０％以下で，多くの地域でノアサガオやグ

ンバイヒルガオなどの野生寄主植物が自生しており，ア

リモドキゾウムシが島内全域に生息できる環境である。

さらに，アリモドキゾウムシが喜界島に侵入してから既

に６５年以上が経過しており（栄，１９６８），島全域に分布

を拡大するための時間が十分あったと推察される。これ

らのことから，喜界島ほぼ全域で誘殺が認められたと考

えられる。誘殺虫数が少なかった役場から空港周辺部に

かけての島内南西部は，島内では最も家屋が密集してい

る地域である。このため，集落部では他の地域と比較し

て野生寄主植物が自生できる場所が少なく，アリモドキ

ゾウムシの誘殺虫数が顕著に少なかったものと推察され

る。したがって，喜界島での密度抑圧防除においては，

家屋が密集した集落部を除いた島内全域において，ほぼ

同じ防除圧で防除を行う必要があると考えられる。
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